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産業支援機関への目標管理手法導入事業について

１　事業目的　　～予算主義から成果主義へ～

　(財)福井県産業支援センター（以下「支援 C」とする。）と福井県工業技術センター（以下「工技 C」

とする。）の機能をより強化するため、優れた業績を上げている企業、民間組織、公的試験研究機関

等の目標設定や事業立案、研究進捗管理、成果検証等の先進事例を調査研究し、その手法を本県産業

支援機関の運営に導入することを目的とします。

２　事業期間　　　　平成１５年１０月～平成１６年３月

３　事業内容

１　ワーキンググループの設置（産業労働部、工技 C、支援 C　計 10 名）

２　現状分析、情報収集

　・外部講師（大学教授、シンクタン

ク研究員等）との意見交換

３　先進事例調査

　・企業、民間組織、公的研究機関、

先進県等の目標設定や事業立案、

研究進捗管理、成果検証などの方

法を調査　（約２０機関）

４　県内企業のニーズ調査

　・県内企業に支援 C の事業に関するニーズ調査を実施　（約３０社）

　（工技 C については県内企業 100 社を訪問するなど調査を実施中）

５　調査結果の取りまとめと目標設定

　・年度内に調査結果を取りまとめ、目標を設定

　・工技 C、支援 C に先進的な運営手法を導入
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４　先進事例調査対象（案）

　先進事例の調査対象としては、以下の企業、民間組織、公的試験研究機関等を予定。

①顧客満足追求型経営を行っている企業

　　　（５機関）

㈱イビザ

㈱トヨタビスタ高知

㈱グリーンクラブ〔ゴルフ場経営〕　　他

②ニーズに合った企業支援を行っている民間組織

　　　（５機関）

ﾌｭｰﾁｬｰﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙ㈱

グロービス㈱

早稲田大学ビジネススクール　　　　　他

③試験研究機関

　　　（１０機関）

産業技術総合研究所

理化学研究所

大阪府

神奈川県

三重県

本田技術研究所

松下電工生産技術研究所

島津製作所

金沢工業大学

立命館大学

　

　　

５　予算額　　　　　　　　　１，５００千円

　


